
藻類 Jpn.J. Phycol. (Sorui) 49: 17 -20， March 10，2001 17 

藻類事情

大野正夫し平岡雅規2 ヨーロ ッパのアオサについて

日本各地の砂州は，夏になるとアオサの大繁殖がみ ある。その後 U.lactucaはヨーロッパからイン ドま

られる。最近まで，アオサの大註繁殖は沿岸域の富栄 で，世界中から報告されている広汎種であるが，今ま

養化が原因とされ，構成種はアナアオサとされてきた で，各地でアオサであればU.lactucaの種名をあてた傾

が，最近，岩礁に着生して繁茂するアナアオサと砂州 |向が感じられて，形質がどうも定かで、なくなったよう

に大繁殖するものとは，種が異なるのではないかと言 である。彼がU.hlctucaとしたものは， 図2Aに示す

われるようになった (平岡ら 1998)。砂州に繁茂する ように，日本のアナアオサに類似していた。しかし，彼

アオサの葉体は，長方形になり，大きなものは畳の大 がU.rigida (図2B)としたものにもきわめて似てい

きさにもなる。高知や九州に発生するアオサ場の構成 た。オランダにきて，U. lactucaが不可解な稜になって

種は，形態的にアナアオサではなく UlvalaClLIca (吉田 しまった。このニとは， Dr. Koeman自身も悩んで、いる

1998，新日本海藻誌ではオオパアオサと和名が付けら ようであった。今まで世界各地で報告されている

れている)に近いように思われた。アオサ類の大量繁 U.lactucaは，いくつかの程に分かれるかもしれない。

殖は ‘greentide' と呼ばれるようになり，ヨーロァパ

各地からも報告されている。平岡は人為的に生殖細胞 オランダの大量発生型アオサ

を放出させて， この接合から種間関係の研究を進めて Dr. Koemanは，私たちをアムステルダムから南方の

いるので，U. lactucaの生の材料を必要としていた。オ 大きなラグーン地帯の，医l立オラ ンダ汽水域生態研究

ランダにはアオサの分類体系をまとめた Dr.Reinoud 所(Centrefor Estuarine and Coastal Ecology)があるYerseke

Koemanがおり (Koeman1985)，フランスではDr.Patrick に案内してくれた。研究所でアオサ場の物質循環の研

Dionが 1998年にプルターニュに大規模なアオサの大

丑繁殖を報告し，その繁殖する種を U.armoricanaと新

種にしていた(Dionet al. 1998)。そこで Dr.Koemanと

D仁 Dionに連絡を取り， 1998年 10月にオランダとフラ

ンスにアオサを求める旅にでた。

Ulva lactucaは本当にあるのか?

アムステルダムから北に 200k 111ほど行った

Groningenの近くの小さなII¥J，A.A Harenに， Dr.Koeman 

の研究室があった。彼は Haren大学の一角に，海洋生

物調査研究所を経営し所長であった(図 1)。彼は，

我々のために北オランダで北海に面したLauwesoogの

海l辛からアオサ類を採取しておいてくれた。オランダ

沿岸のアオサ属の仲間は，U. pseudocurvaw， U. curvata， 

U. laclLIca， U. rigida， U. scandinavicaの5種が報告されて

おり (Koeman1985)， U. laClLIcaとU.rigidaを採取して

いた。Dr.Koemanは，いろいろと私たちにアオサ属の

分類形質の説明をされたが，U. laClLIcaの程の同定に自

信カずなさそうであった。U.lactucaは， 17531，joにリン

ネが命名し，海漆の仲間で最も早く付けられた種名で Ijglj研究所での Dr.R. Koeman 
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究している博士課程院生のMr.Erik-jan Maltaが，早朝

から夕方まで研究所の車でアオサ坊を案内してくれ

た。ここでは，U. Jllclllca はみ られず，沖!日l~惜の仁1"部に

はアナアオサと形態も生態的特徴も似ている U.rigiぬ

が多く繁茂していた。ラグーンを堰き止めた人工湖で

は， 変にここはアオサが大量繁殖して埋まると説明さ

れた。この季節にはほとんとγi与えていたが，岸辺には

まだ大きなアオサ業体があった。日本の大量繁殖型ア

オサは，夏に発生すること，業体が大型になり，薄い

などの71~質があり，オランダの大量繁殖型アオサとよ

く似ていた。私たちの帰国後， Mr. Maltaはオランタの

汽水湖1Ve巴rMeerの浮遊アオサについて，形態的に

u.Jact!lca， U. scandinavicaに分類できるが，それらの
rDNAのITS配列を比較するとほとんど同じになるの

で，これらは同じ種であると結論する論文を発表した

(Malta et a1. 1999)。しかし，U. SCell1dinavicaはもともと

無性生殖種としてBliding(1968)によって記殺されてい

る。一方，U. Jactucaは有性生殖程である。私たちがオ

ランダから持ち帰ったアオササンプルを調べてみる

と，有性生殖を行う種類!と青!H生生摘を行う種類が認め

られた。そして，この2つの種類のサンプルを北海道

大学の:出ー田智博士に ITS ~C911 を分析してもらうと同じ

配列であることがわかった。無性生殖種は有性生殖根

から生じてきたことが予想されるが(vanden Hoek et 111 

1995)，無性生殖種が生じてからそんなに時間が経過し

ていないのであれば，泣伝子の変異もそう大きくない

であろう。塩基配列が一致するからといって同じ種に

してしまうのは問題である。ここ数年，アオサ類に関

する ITS配列の比較研究が発表されているが，それら

の研究では培養実験による種名の係認が行われていな

い(Coatet aJ. 1998， Malta et aJ. 1999)。今日のアオサの

分類体系は培養研究によるところが大きい。にもかか

わらず， ?刻非|ド2常常，にZ環非策t草抗t変異の大きい野生藻イ休本の?形杉質のみ

て

類学的な1混昆乱を招くだけではないだろうか。

オランタの UJvarigidaとアナアオサ U.peバvsaの関係

i~JI 間帯の岩礁に付着していた U. rigidaの中で最も典

型的なものをDr.Koemanに選んでもらい，日本に持ち

帰った。早速，日本のアナアオサと接合実験をすると

接合が起こり，接合子が胞子体に成長した。胞子体は

成熟して遊走子を放出した。野生漆体の形態，培養藻

A 

{本の形態はいす、れもよく 一致した。これらの結果は日 C 
本務類学会第 23回大会で発表 した。オランダの

1<tlacflω仏

U. rigidaとアナアオサは同じ種~と考えていいだろう o 図2 A: UJva laCIUCiI B: U. rigida C: U. amwriCima 



そうすると，アナアオサの種名 U.pertusaは 1897年に

Kjellmanにより命名されたが，種名 U.rigidaはそれよ

り古く， 1822年に C.Agardhによ って命名されている

から，アナアオサの種名は U.rigidaとされるべきであ

ろう。

ブルターニュの大量繁殖型アオサ

Dr. Dionとは，学会誌のメールアドレスからコンタ

クトをとり，彼の所属が“CEVA"という産官学連携

の応用海藻研究所であることを知った。海藻分野で

は ， めずらしい会社組織の研究所であり，海~~生態調

査部門と海i築地、ら有用成分を七11出する研究部門を持っ

ていた。政府や会社からの委託を受けて研究を行って

おり，順調な経営をしているようであった。収集文献

も多く充実した研究所で，特に建物がモダンであった

(図3)。
彼の案内でアオサ場をみたが，ここでもアオサの大

量繁殖は，水温の高い夏季に発生する。訪れた 10月で

も，まだ，大量発生中であった(図4)。プルターニユ

では，アオサの大量発生は河口域に発生していた。現

地を訪れたi時は‘greenlide'の衰退期だと言われたが，

砂浜全体がアオサで埋まり ，その厚みも数cmあり，日

本でみてきたどのアオサ場の大量繁殖の規桜よりも大

きかった。 U.armoricanaは，業長数 10cmになるが，ア

図3プルターニュの海藻研究所CEVAの玄関前でDr.P. 0旧n
とともに
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図4プルターニュの海浜のアオサの大量発生

図5ロスコフ臨海実験所前の海藻群落(中央背去の大きいピ

ルが実験所)

ナアオサより務く，ヒトエグサを少し厚くした程度で

あり，破れやすく完全な個体を採取できなかった (図

2 C)。海岸景観にうるさいフランスでは，アオサの大

量発生は大問題で，種々の対策を検討しているが，全

く良い対策がないと説明された。しかし，水混が下が

る冬には消えるそうで，大量繁殖は水温の上昇が主原

因のようであった。

フランスの Ulvarigidaとアナアオサ U.pe付usaの関係

ブルターニュ地方には，有名な Rosco仔臨梅実験所

がある。ここに3日間滞在して，アオサの採取と海藻

群落を見て歩いた。ちょうど大潮のi時期にあたり ，実

験所前の数 100mにも及ぶと恩われる平坦な岩礁域ー

閣に，褐誕の Fucusを主にしたすばらしい海藻群洛を

みることができた(図 5)。 ここには藻類分子生物学者

のDr.Coatがいる (図6)。 彼女はアオサの分子系統学

に興味をもっており ，Dr. Dionとともに U.armoricana 

の報告を行った (COHlet al. 1998)。彼女は分子生物学

者であるが，多くのアオサの分類に関する文献を集め

ており ，形態に関する知見も豊富であった。彼女に

U.lactucaに|刻する質問をしたが，彼女も ru. lactucaは
よくわからない，北フランスにあるようだJとの返答
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図6研究室でのDr.G. Coal 

であった。フランスではU.lactucaの報告はほとんどな

く，北方系の種類であるとされている。リンネによっ

て採集されたU.lactucaもスウェーデン西海岸産のもの

らしいから(Bliding1968)，北方系の種であるのは間違

いなさそう である。 そうすると，ì，'~U!麦海減の高知や九

州で大量発生しているアオサはU.lactucaとは奥なる種

類である可能性がでてきた。さて，Roscoffの岩機には，

U. rigidaが主要なアオサであったo U. rigidaは，とこ

ろどころ裂関した業体で，岩僚に固着しており ，日本

のアナアオサと非常に似ており ，生態的な特徴も類似

していた。しかし，RoscoffのU.rigidaは以前から指摘

されている ように(Hoesksema& van den Ho巴k1983)，1.楽

体縁辺部分に肉lINでも維認できる鋸歯があり，その点
ではアナアオサと異なっていた。オース トラリアの

Phillips(1988)は， フランスのその銃;1泊をもっアオサに，

Bliding(l968)がまちがった種名U.rigidaをあてたため，

以後，そのBlidingのU.rigidaのコンセプ トがヨーロッ

パ，特にフランスで受け入れられてきたと考えてい

る。そして，フランスで U.rigidaとされている種類は

U. laetevirensをあてるのが正しいとしている。Rosco仔

で採集した U.rigidaのlゃから，Dr. Dionが典型的とし

た生材料を 日本に持ち帰り ，アナアオサの生殖細胞と

接合実験を行うと，接合しなかった。また，オランダ

の U.rigidaとも接合 しなかった。この笑験結果は

Phi1lipsの考えを支持するものと忠われた。

オランダ とフラ ンスに，U. lactllcaを求めての調査旅

行であったが， 種の確定した試料は得られなかった

が，多くの報告にみられる U.lactucaは，それぞれが異

なる種類かもしれないことがわかった。そして，温暖

海域である高知と九州で大量繁殖しているアオサは，

北方極とされるU.lactucaとは異なる種類である可能性

も出てきた。また，予想していなかったru. pertusaと
U. rigiduが同じものであろうか?Jというテーマが念、

にi，llき上がってきた採集旅行であった。現在，世界中
から集めたアオサ株を培養し，交雑実験と糧基配列分

析を併用しながら分類研究を進めている。
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